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東芝ホクト電子（株）東芝ホクト電子（株） サイトレポート情報サイトレポート情報

所在地 ：北海道旭川市南５条通２３丁目１９７５番地

主要製品：サーマルプリントヘッド、フレキシブルプリント板、DNAチップ

電子レンジ用マグネトロン、航空機用カラーディスプレイ管

ＩＳＯ１４００１認証取得：１９９８年９月、最新更新年月：２０１０年７月
（ＩＳＯ認証番号：ＥＣ９８Ｊ１０６６）

敷地面積：37,260ｍ２、建家面積： 18,800ｍ２、緑化率22.9％

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立 ：１９４５年８月、従業員：331人（２０１１年５月末現在）

東芝ホクト電子（株）は、北海道の屋根大雪山を望む、水と緑に輝くまち旭川で事業
を展開しています。私たちはよりよい地球環境を守り育てるため、環境保全活動を積
極的に取り組み、１９９８年には環境保全システムを本格的に整備しＩＳＯ１４００
１を取得。将来にわたって自然というかけがえのない財産を次代の人々に引き継ぐた
め、人と地球にやさしい企業活動を続けていきます。

・環境報告書の発行：２００６年度より毎年発行しています。
・地域交流会開催

２００５年度より当社敷地周辺にお住まいの方をご招待
し交流会を開催しています。

・近隣小学校環境標語･ポスターコンクール開催
・旭川市主催「エコチャレンジ家族コンテスト」協賛

○ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
・１９９８年９月に認証を取得、２００５年８月には２００４年版の認証を取得し現在も継続
○二酸化炭素排出量の削減
・二酸化炭素排出量（エネルギー）を、２００１年度と比べて、４１％削減
○排出物の総排出量削減
・排出物の総発生量を、２０００年度と比べて、８７％削減
○ゼロエミッションの継続
・２００３年９月にゼロエミッションを達成し現在も継続中
○環境法令等の遵守
・定期自主測定の実施（大気、水質、騒音、振動）
・廃棄物処理委託先の現地確認実施
○社外コミュニケーション（地域との協調）
・環境ポスターコンクールの開催
・旭川市主催「エコチャレンジ家族コンテスト」協賛
・当社敷地周辺の清掃ボランティア活動実施
・会社敷地周辺の花壇整備実施

環境保全責任者 竹内一馬

【電子レンジ用マグネトロン】【サーマルプリントヘッド】 【フレキシブルプリント基板】 【航空機用カラーディスプレイ管】

ポスターコンクールの様子ｴｺﾁｬﾚﾝｼﾞ表彰式の様子

【DNAチップ】
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環境方針環境方針

環境基本方針

東芝ホクト電子㈱は、北海道のほぼ中央に位置する大雪山連邦からなる緑の山並みに抱かれ石狩川と多く
の支流が合流する豊な自然に恵まれた「～豊な水や緑と北国の暮らしが調和する環境に優しいまち～」旭
川市に位置し、地域住民と共存しながら、電子部品（サーマルプリントヘッド、フレキシブルプリント板、
マグネトロン、ＤＮＡチップ、その他）の事業を担い、その事業活動、製品・サービスを通じ、より環境
に配慮した環境経営活動を推進すると共に、環境調和型製品・サービスを社会に提供し、社会に貢献する
ことを目指します。そして、環境を維持改善する取り組みを、経営の最重要課題の一つとして位置づけ、
東芝グループ環境ビジョンのもと、「“かけがえのない地球”を、健全な状態で次世代に引き継いでいく
ことは、現存する人間の基本的責務」との認識に立って行動します。

１．事業活動、製品・サービスに関わる環境側面について、環境影響評価結果に基づき、環境目的および
目標を設定して環境活動を推進し、継続的な改善・向上に努めます。

２．監査の実施や活動のレビューにより環境経営の継続的な改善を図ります。

３．環境に関する法令、当社が同意した業界などの指針および自主基準などを順守します。

４．環境調和型製品の提供及び事業活動・サービスに係る環境側面について、環境貢献及び環境負荷の低
減に配慮した環境活動を推進します。

１）製品に含まれる環境に影響を及ぼす化学物質の削減

２）地球資源が有限であることを認識した製品作りの推進

３）地球温暖化防止のため二酸化炭素排出量の削減の推進

４）廃棄物総発生量の抑制

５）環境汚染防止のため化学物質の適正管理の推進

６）生物多様性を含む地域の特徴に根ざした環境活動の推進

５．環境活動を実施し維持・向上するための環境教育を全従業員に実施し、理解と意識向上を推進します。

６．グローバル企業として、東芝グループ一体となった環境活動を推進するとともに関係会社等への指導、
支援を行います。

７．地域との相互理解の促進のために、積極的な情報開示とコミュニケーションを行います。

＊＊＊＊＊＊この環境基本方針は社内外に公表する＊＊＊＊＊＊

２０１１年６月１日

東芝ホクト電子株式会社

取締役社長 竹内 一馬
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環境負荷データ環境負荷データ
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主な廃物名：酸、汚泥、金属、ガラス、ブラスチック、廃油等

廃棄物総発生量（単位：トン）
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主な化学物質：ふっ化水素、ホルムアルデヒド
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遵法管理状況遵法管理状況

排水測定結果（主な測定結果）（排水処理施設（酸又はアルカリ表面処理施設、河川へ放流

大気測定結果（ガスボイラー（都市ガス使用） Ｘ３台）

環境事故・指導指摘・苦情の有無

なし近隣住民からの苦情の有無

なし行政からの指導・指摘の有無

なし工場周辺や地域での環境問題発生の有無

なし環境事故発生の有無

状況

月1回0.010.030.1（水濁法）鉛（ｍｇ／㍑）

月1回0.2210（水濁法）溶解鉄（ｍｇ／㍑）

月1回0.10.310（水濁法）ほう素（ｍｇ／㍑）

月１回0.95.58（水濁法）フッ素（ｍｇ／㍑）

月1回0.0010.0170.1（水濁法）ｶﾄﾞﾐｳﾑ（ｍｇ／㍑）

月1回0.723（水濁法）銅（ｍｇ／㍑）

月1回0.10.150.5（水濁法）六価ｸﾛﾑ（ｍｇ／㍑）

月１回3.825160（水濁法）ＢＯＤ（ｍｇ／㍑）

月１回0.10.3１（水濁法）シアン（ｍｇ／㍑）

月１回2.317200（水濁法）ＳＳ（ｍｇ／㍑）

月１回2.613160（水濁法）ＣＯＤ（ｍｇ／㍑）

月１回7.46.1～8.35.8～8.6（水濁法）水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

年１回0.01--ばいじん（mg/Nm3）

年１回0.01-0.36～5.18ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

年1回24～29--ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

騒音・振動測定結果（特定施設（騒音・振動 コンプレッサー施設）

年1回19～355060敷地境界：夜

年1回23～465065敷地境界：昼振動（ｄＢ）

年1回39～484950敷地境界：夜

年1回43～475455敷地境界：昼騒音（ｄＢ）

測定頻度実測値自主管理値規制値測定場所：時間


